
いじめの防止等のための基本的な方針

６ いじめの理解
加えて，いじめの加害・被害という二者関係だけでなく，学級や部活動等の 所属

集団の構造上の問題（例えば無秩序性や閉塞性），「観衆」としてはやし立てたり
面白がったりする存在や，周辺で暗黙の了解を与えている「傍観者」の存在にも注
意を払い，集団全体にいじめを許容しない雰囲気が形成されるようにすることが必
要である。

７ いじめの防止等に関する基本的考え方
（２）いじめの早期発見
いじめの早期発見のため，学校や学校の設置者は，定期的なアンケート調査や教育
相談の実施，電話相談窓口の周知等により，児童生徒がいじめを訴えやすい体制を
整えるとともに，地域，家庭と連携して児童生徒を見守ることが必要である。

平成25年10月11日 文部科学大臣決定（最終改定 平成29年3月14日）
http://www.mext.go.jp/component/a_menu/education/detail/__icsFiles/afieldfile/
2017/04/05/1304156_02_2.pdf

（P4より一部抜粋）

（P7より一部抜粋）
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いじめ集団の四層構造

(出典)『新訂版いじめ-教室の病(金子書房)』(森田洋司著・清永賢二著)
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本日お伝えしたいこと

❶ 報告・相談窓口をツールではなく教育に活用する

❷ 専門家の知見を形にし教員の負担を減らす

❸ 報告・相談の受け手の体制マニュアルを整える

▶ 問題が発生したあとに行動できることをテーマとした情報モラル授業を開発・実施する
▶ 相談又は情報提供をしやすい環境をつくるため、すぐに報告・相談できる仕組みを取り入れる
▶ 各関係者の連携を活かし、いじめ等問題行動の「防止」及び「早期発見及び解決」を実現する

子どもたちはSNS内も見られていることを自覚

抑止効果によりいじめ自体が減少
教職員の対応の時間が減少

相談できない
子ども

いじめを発見し
た子ども

相
談

相
談
又
は
情
報
提
供
を

し
や
す
い
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■「脱傍観者」をテーマとした授業の開発・実施

・開発：千葉大学教育学部藤川研究室

・授業時間：1時間（50分）

・授業内容：
＊ネットトラブルに関するドラマ教材を作成

①主人公がネットいじめを発見する（架空設定）

②児童生徒が主人公の立場になり、止めるかどうか
を選択する

③クラス全体でお互いの意見を出し合う

④具体的なアクションの方法を提示する

教育委員会
または
24時間子供SOS
ダイヤル

各種関係機関
学校
警察
法務局

いじめ発生後いじめ発生前

報
告

（柏市事例）授業を行った上での窓口紹介モデル



❷ 専門家の知見を形にし教員の負担を減らす

脱いじめ傍観者プログラム
「私たちの選択肢」

千葉大学の藤川大祐教授を中心に、敬愛大学の阿部
学講師、柏市教育委員会、ストップイットジャパン
株式会社が連携をして開発した。7月14日(金)より
全国の教育関係者に無償配布予定。

クラスの雰囲気がいじめの発生に関わるという千葉
大学、名古屋大学、静岡大学の共同研究成果を元に
つくられた、子どもたちが「脱・傍観者」の視点に
立ち、いじめの予防や解決方法を話し合う授業。道
徳の時間や学級活動で活用可能。

❷ 専門家の知見を形にし教員の負担を減らす



❷ 専門家の知見を形にし教員の負担を減らす

(出典) 2017年05月23日 読売東京 朝刊 千葉 13S版 27貢 / 記事利用の承諾を得ています。
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柏市様との協働で感じた重点

❸ 報告・相談の受け手の体制マニュアルを整える

・20校での授業実施体制

・教育委員会と学校との連携

・学校現場での法の理解の徹底

全国のロールモデル事例の

マニュアル化
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単なるツールの導入ではなく、

教育を主とした実効性のある取り組みを

実現できるよう引き続き尽力いたします

最後に


